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日本産肝蛭の変異に関する研究

第３報ウシ，ヤギ，ウサギ寄生肝蛭間でみられる虫体の外部形態，

虫卵の大きさ，子宮内虫卵数の差異に関する実験的研究

赤羽啓栄原田行雄大島智夫
信州大学医学部寄生虫学教室

(昭和４５年１０月１２日受領）

ぱならない．

今回は以上の見地よりウシ，ヤギ，ウサギの３種の宿

主に同一起源のメタセルカリアを実験的に感染させ，い

ずれも162日後に虫体を採取してその外部形態，虫卵の

大きさ，虫体１隻当りの子宮内虫卵数を測定し比較検討

した．３種宿主が上記形質へ与える影響の差異を観察で

きたのでその結果を報告する．

日本産肝姪の分類学的位置は現在尚明らかにされてい

ない．そこで著者らは分類学的研究の前段階として，日

本産肝蛭の変異の実態とその原因について研究を進めて

いる．

現在までに自然寄生虫体の外部形態，虫卵の大きさに

ついて検討したが，その結果によると，日本産肝蝉は

FascioルハビＰａｒ/Ｃａに近いものから，Ｆ，ｇ/gα,,//Ｃａに近

いものまで極めて幅広い変異が認められた（大島ほか，

1968a)．

一方Itagaki＆Akane（1959）も日本産肝蛭には，

Ｆ・gig(J"//cαタイプ，Ｆ､ノカビpaz/どαタイプ，中間タイ

プが存在するが，これを同一種内の変異とするか，ある

いは種的ちがいとするかは今後宿主の種のちがい，栄養

状況が虫体に与える影響などについて充分究明しなくて

はならないと述べている．著者ら（1968b）は自然寄生

のウシ寄生肝蛭とヤギ寄生肝蛭の外部形態の差異を検討

し明らかに差異が認められることから，宿主の種のちが

いが肝蛭の外部形態変異を一層大きくしていることを報

告した．

従来までに，日本産肝蛭にはかなり著しい変異がある

という報告は多いが，その要因を分析したものはない．

自然寄生を観察する限り日本産肝蛭の変異の大きい原因

が，異なる遺伝的特性をもった群の混在によるものか，

発育途上の成長の差によるものなのか，宿主による影響

なのか全く不明であった．宿主の種の差が肝蛭の諸形質

に及ぼす影響を観察するには同一起源のメタセルカリア

を実験的に異なる宿主に感染せしめ，充分発育したと思

われる同じ期間を経て虫体を採取することにより，分類

学的問題と成長の差による問題を除外して比較検討せね

材料および方法

著者らがすでに報告した肝蛭の自然寄生していたウシ

(大島ほか,l968a)：ウシⅢ虫卵の大きさ短径平均94.6

"，危険率１％における母集団平均の信頼限界93.0～

96.2/１，長径平均170.6/１，危険率１％における母集団平

均の信頼限界167.9～173.3β）の胆のう内虫卵を起源と

した．この虫卵を培養して孵化したミラシジウムを信州

大学医学部寄生虫学教室で維持しているヒメモノアラガ

イ（Ｌｙ'""`IeaoZルノ雪α）に感染させ，メタセルカリアを

得たメタセルカリアは大型シャーレ内に被のうさせ，

このシャーレに水を満し20℃の』恒温室内で貯蔵した．

尚水は１週間に２回新鮮なものととり換えた．このメタ

セルカリアを1968年１月にウシ（生後４カ月のホルスタ

イン雄）１頭，ヤギ（生後３カ月のザーネン雄）２頭，

ウサギ（日本白色種）５羽に感染させた．尚ウサギは感

染後死亡する個体が多く最後まで生存したのは２羽のみ

である．感染実験に先だっていずれの宿主とも糞便検査

により，肝蛭が寄生していないことを確認した．また，

ウサギはコクシデン水溶散（三共）によりコクシジウム

類を駆除後メタセルカリアを感染させた．感染方法はシ

ャーレに被のうさせたメタセルカリアを解剖顕微鏡下で

破壊しないようにピンセットで離しこれをリンゴ，クロ

ーバーに付着させ与えた．３種とも感染後162日目に屠
本研究の費用の一部は文部省科学研究費（課題番号

387046）によって行なわれた．記して謝意を表する．
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それぞれの形質について標本平均値（感染実験により

得られた材料を１つの母集団より抽出した標本と考え

る）とｔ検定による危険率１％の母集団平均の信頼限

界を算出した．しかしウサギについては感染後死亡する

個体があったので最後まで生存した２羽のウサギに寄生

していた４隻の虫体を計測した．従って標本数も少なく

統計的に検討することができなかったので平均値のみを

示した．尚感染後160日前後で肝蛭はほぼ成虫になり，

産卵数も多いが，ウシではその後，やがて肝臓に石灰沈

着がみとめられるようになり慢性症状を示す．

殺して肝蛭を採集し，ホルマリン固定後虫体の外部形

態，宿主の胆のう内の虫卵の大きさ，虫体１隻当りの子

宮内虫卵数を測定した．

固定の方法は次の通りである．まず採集した虫体を生

理食塩水中に入れ１晩4°Ｃの冷蔵庫中に放置する．翌

日２枚のスライドグラスの両端に厚さ0.8ｍｍのボール

紙１枚をはさみその間に虫体を入れる．ボール紙の上を

輪ゴム１個（Ｎｏ．１４）を４回まきつけ60°Ｃ熱ホルマリ

ンで固定した．１昼夜後スライドグラスをとりはずしさ

らに充分固定するため，ホルマリン水中に放置した．充

分固定された材料について外部形態を測定した．計測部

位はＦｉｇ．１に示す如く体長，体幅，先端～腹吸盤間

長，それに体重（湿体重）である．検討した形質は上記

の４計測部位の他，先端～腹吸盤問長／体長比，体長／

体幅比を加えた合計６形質である．

測定結果

１．外部形態

感染後162日目の３種宿主寄生肝蛭の外部形態の測定

結果はＴａｂｌｅｌに示す通りである．いずれの形質とも

平均値と危険率１％における母集団平均の信頼限界（以

下信頼限界と記す）を示してある．以下著者ら（1968b）

の日本産肝蛭の自然寄生における検討及びHaiba＆

Selim（1960a）のアフリカ産肝蛭（多分Ｆ・glrgα"'/cα

であろう）の自然寄生に関する報告を照して述べる．

ｌ）体長

感染後肝蛭はそれぞれの宿主で異なった発育速度を示

すが，感染後162日目の体長はＴａｂｌｅｌおよびＦｉｇ．２

に示す通りであるＴａｂｌｅｌにみられるとおり，ウシ寄生

肝蛭の平均値は47.0ｍｍ信頼限界42.5～51.5ｍｍ，ヤギ

寄生肝蛭では平均値が55.7ｍｍ,信頼限界が51.7～59.7

ｍｍ，ウサギ寄生肝蛭では平均値が53.7ｍｍとなる．従

って体長はヤギ寄生肝蛭で最も大きく，ウサギ寄生肝蛭

がそれに続き，ウシ寄生肝蛭の体長は最も小さい．標本

数が充分でないにもかかわらず，ウシ寄生肝蛭とヤギ寄

生肝蛭の間には統計学的に有意の差が存在する．これと

同様の傾向は著者らの日本産肝蛭の自然寄生に関する検

討においても認められる．Haiba＆Selim（1960a）は

アフリカ産肝蛭について，野牛(buHalow)，ウシ(Cow)，

ヒツジ（sheep)，寄生虫体の大きさを比較し，体長はヒ

ツジ寄生虫体で最も大きいと述べている．

２）体幅

体幅の結果はＴａｂｌｅｌおよびＦｉｇ．３に示すとおり

である．平均値はウシ寄生肝蛭11.1ｍｍ，ヤギ寄生肝蛭

14.1ｍｍ，ウサギ寄生肝蛭13.8ｍｍ，となる．信頼限界は

ウシ寄生肝蛭9.8～12.4ｍｍ，ヤギ寄生肝蛭13.1～15.1

ｍｍ'である．体幅においても体長同様ヤギ，ウサギ，

ウシ寄生肝蛭の順に値が小さくなる．ウサギ寄生肝蛭の

平均値はヤギ寄生肝蛭の信頼限界の中に入り，統計学的

bodylength
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『・’’一（叩／〈］（⑪”へ四）

Ｆｉｇ．１ExternalformoftheHuke、

虫体１隻当りの子宮内虫卵数の測定は全子宮内虫卵数

を数えることが量的に困難であることから次のように算

出した．子宮を虫体の一部とともにハサミで切りとり，

これに小量の水を加えてホモジナイザーにかける．充分

細かくなったことを確かめた後，これを大型目盛付き遠

心管に移す．この際虫卵がホモジナイザーのカップ等に

付着しないように良く洗浄し，洗浄液もすべて遠心管に

入れる．遠心機で2000r・ｐ．ｍ．２～３分遠心後上清を静か

にピペットでとり,液の全量を５ｍｌとする．遠心管を良

く振りストール用目盛り付きピペットで虫卵混濁液を

0.1ｍｌとり虫卵を数える．この試行を５回繰返し，その

合計を10倍して肝蛭１隻当りの子宮内虫卵数とした．

胆のう内虫卵の大きさは長径，短径の２部位を測定し

た．

以上の形質をウシ，ヤギ，ウサギ３種の宿主ごとに資

料を整理した．いずれの形質とも同一種内の宿主間に差

異が認められないのでこれを一括した．

（６８）
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TablelComparisonoftheexternalfｏｒｍｏｆｔｈｅＨｕｋｅｓｉｎｔｈｅｃａｔｔｌｅ，
ｇｏａｔａｎｄｒａｂｂｉｔａｔｌ６２ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｆection

Ｈｏｓｔ cattle rabbitｇｏａｔ

９Ｎｏ．ｏｆＨｕｋｅｓ 1７ ４

ｍｅａｎｒａｎｇｅ＊ ｍｅａｎｒａｎｇｅ＊ ｒａｎｇｅ＊Iｎｅａｎ

５３．７

１３．８

bodylength （ｍ、）

bodybreadth （ｍ、）

distancefromtheanterior

endofboｄｙｔｏｔｈｅｍｉｄｄｌｅｏｆ
ｖｅｎｔｒａｌｓｕｃｋｅｒ （ｍ、）

distancefromtheanterior

endofbodytothemiddleof
ventralsucker/bodylength（96）

bodylength/breadth

bodyweight （Ing）

４７．０４２．５～５１．５

１１．１９．８～１２．４

５５．７５１．７～５９．７

１４．１１３．１～１５．１

４．９４．７～５．１４．７４．３～５．１４．６

1０．６９．６～１１．６８．５７．７～９．３８．６

４．３３．８～４．８

３４２．６２７２．５～４１２．０

４．０３．５～４．５

５９４．２５４２．７～６４５．７

３．９

５６５．３

＊９９％confidencelimitsofthemean

４５５０５５６０mm

Fig2Comparisonofthebodylengtｈｏｆ

ｔｈｅＨｕｋｅｓｉｎｃａｔｔｌｅ，ｇｏａｔａｎｄｒａｂｂｉｔ

ａｔｌ６２ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｆection．

（99％confidencelimitsofthemean）

３４５６ｍｍ

Ｆｉｇ４Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅｄｉｓｔａｎｃｅｆｒｏｍｔｈｅ

ａｎｔｅｒｉｏｒｅｎｄｏｆｂｏｄｙｔｏｔｈｅｍｉddle

ofventralsuckerofflukesincattle，

ｇｏａｔａｎｄｒａｂｂｉｔａｔｌ６２ｄａｙｓａｆｔｅｒ
ｉｎｆection．

（9996confidencelimitsofthemean）

１０１２１４１６１８I11m

Fig3Comparisonofthebodybreadthof

theHukedincattle，ｇｏａｔａｎｄｒａｂｂｉｔ

ａｔｌ６２ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｆection．

（99％confidencelimitsofthemean）

差異は認められない．しかし，ウシ寄生肝蛭とヤギ寄生

肝蛭の問には明らかな差異が認められ，ウシ寄生肝蛭で

小さい．この傾向は，日本産肝蛭の自然寄生での検討

Haiba＆Selimのアフリカ産肝蛭での報告と良く一致

する．

３）先端～腹吸盤間長

先端～腹吸盤間長の測定結果はＴａｂｌｅｌおよびＦｉｇ．

４に示すとおりである．ウシ寄生肝蛭で平均4.9ｍｍ，信

頼限界4.3～5.1ｍｍ，ヤギ寄生肝蛭では平均4.7ｍｍ，信

頼限界4.3～5.1ｍｍウサギ寄生肝蛭では平均4.6ｍｍと

７８９１０１１１２％

Ｆｉｇ．５Comparisonofthepercentageofthe
distancefromtheanteriorendof

thebodytothemiddleofventral

suckeraganistbodylengthofHukes

incattle，ｇｏａｔａｎｄｒａｂｂｉｔａｔｌ６２

ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｆection．

（99％confidencelimitsofthemean）

なる．従ってこの形質は今まで述べた体長，体幅の測定

結果とは異なり，３宿主間に有意差は認められない．著

者らの自然感染における検討でも体長，体幅ほど明らか

な差異が認められないことを述べた．Haiba＆Selim

のアフリカ産肝蛭の報告では測定部位がやや異なり，頭

円錐部（anteriorconicalpart）の長さを検討している

(６９）
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ａｄｔｈｒａｔｉｏｓｏｆｔｈｅＨｕｋｅｓｉｎcattle，

ｇｏａｔａｎｄｒａｂｂｉｔａｔｌ６２ｄａｙｓａｆｔｅｒ
ｉｎｆection．
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＊９９％confidencelimitsofthemean

’０００２０００３０００４０００５０００６０００７０００

Ｆｉｇ８Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｅｇｇｓ
ｉｎｔｈｅｕｔｅｒｕｓｐｅｒｅａｃｈＨｕｋｅｉｎｃａｔ‐

tle，ｇｏａｔａｎｄｒａｂｂｉｔａｔｌ６２ｄａｙｓ
ａｆｔｅｒｉｎｆection．

（9996confidencelimitsofthemean）

２００３００４００５００６００７００ｍ９

Ｆｉｇ７Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅｂｏｄｙｗｅｉｇｈｔｏｆ

ｔｈｅＨｕｋｅｓｉｎｃａｔｔｌｅ，ｇｏａｔａｎｄｒａｂｂｉｔ

ａｔｌ６２ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｆection．

（99％confidencelimitsofthemean）
肝蛭で平均213.7ｍｇヤギ寄生肝蛭で平均430.5ｍｇとな

り，両者の平均に２倍以上の差があり，最も差異の著し

い形質であった．今回の感染実験の結果は，平均値がウ

シ寄生肝蛭342.6ｍｇヤギ寄生肝蛭594.2ｍｇウサギ寄生

肝蛭565.3ｍｇである．信頼限界はウシ寄生肝蛭272.5～

412.7ｍｇ､ヤギ寄生肝蛭542.7～645.7ｍｇの値を示した．

この結果から明らかなように，感染後162日目すでにウ

シ寄生肝蛭とヤギ寄生肝蛭の体重には著しいちがいがあ

る．ウサギ寄生肝蛭の平均値はウシ寄生肝蛭の平均値と

ヤギ寄生肝蛭の平均値の中間に位置するが，その値はヤ

ギ寄生肝蛭の信頼限界の中に入る．

２．虫体１隻当りの子宮内虫卵数

３種宿主寄生肝蛭の１隻当りの子宮内虫卵数はTable

２及びＦｉｇ．８に示す通りである．ウシ寄生肝蛭では平

均2300個，信頼限界1564～3036個，ヤギ寄生肝蛭では平

均5315個，信頼限界4257～6372個，ウサギ寄生肝蛭では

平均3336個となる．ウシ寄生肝蛭とヤギ寄生肝蛭では明

らかに有意の差が認められ，ヤギ寄生肝蛭で子宮内虫卵

数が多い．ウサギ寄生肝蛭の子宮内虫卵数はウシ寄生肝

蛭とヤギ寄生肝蛭の中間の値をとる．

３．虫卵の大きさ

虫卵の大きさについては著者ら（1968a）がすでに述

べた通り，宿主の胆のう内虫卵と虫体の子宮内虫卵では

必ずしも同一の意味を有しない今回は各宿主の胆のう

内虫卵について検討した．

が，野牛，ウシ，ヒツジの３種寄生肝蛭の問に統討学的

差異は認められないという．

４）先端～腹吸盤問長／体長比

この形質についてはＴａｂｌｅｌおよびＦｉｇ．５に示す

通りである．ウシ寄生肝蛭で平均10.696,信頼限界9.6

～11.6％，ヤギ寄生肝蛭で平均8.5％，信頼限界7.7～

9.3％，ウサギ寄生肝蛭で平均８６％となる．この形質は

体長，体幅などの形質と異なり，ウシ寄生肝蛭の値がヤ

ギ寄生肝蛭の値よりも大きく，両者間には統計学的に有

意の差が認められる．なおウサギ寄生肝蛭の平均値はヤ

ギ寄生肝蛭の平均値とほぼ等しい．これらの傾向は著者

らの日本産肝蛭の自然寄生調査結果にもみられる．

５）体長／体'幅比

体長／体幅比に関する３宿主寄生肝蛭の資料はＴａｂｌｅ

ｌおよびＦｉｇ．６に示す通りである．平均値はウシ寄生

肝蛭4.3,ヤギ寄生肝蛭4.0,ウサギ寄生肝蛭3.9の値を

とる．信頼限界はウシ寄生肝蛭3.8～４．８，ヤギ寄生肝蛭

3.5～４．５となり，３種の宿主間に有意差は認められない．

著者らの日本産肝蛭の自然寄生に関する検討でも，平均

値はウシ寄生肝蛭，ヤギ寄生肝蛭ともに3.1を示した．

６）体重

体重の測定結果はＴａｂｌｅｌおよびＦｉｇ．７に示す通

りである．著者らの自然感染における結果ではウシ寄生

（７０）
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の信頼限界が互に重さなり合って有意差が認められな

い．一方ウサギの胆のう内虫卵はウシ，ヤギのそれに比

しやや小さい傾向を示す．

２）長径

長径の結果はＴａｂｌｅ３およびＦｉｇ．１０に示す通りで

ある．ウシ胆のう内虫卵では平均179.4β信頼限界１７６４

～182.4/１，ヤギ胆のう内虫卵では平均178.7β，信頼限界

176.2～181.2/Ｉの値を示す．一方ウサギ胆のう内虫卵で

は，ウサギＩで平均170.0/'，信頼限界167.3～172.7121,

ウサギⅡで平均163.7/1,信頼限界160.4～167.0/(である．

短径同様，ウサギ胆のう内虫卵の長径は，ウシ及びヤギ

の胆のう内虫卵よりやや小さい傾向が認められる．ウシ

及びヤギの胆のう内虫卵の長径に差異は認められない．

尚ウシ，ヤギの胆のう内虫卵は長径，短径ともｏｒi‐

ginalのウシ胆のう内虫卵に比べやや大きくなっている

が，その理由については明らかにできなかった．

Ｔａｂｌｅ３Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅｓｉｚｅｏｆｅｇｇsinthe

gallbladderfromcattle，ｇｏａｔａｎｄｒａｂｂｉｔ

ａｔｌ６２ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｆection

LengthBreadth

MeanRange＊ Ｍｅａｎ Ｒａｎｇｅ＊

洲Cattle

(OriginaD
Cattle

mGoat

Rabbitl

Rabbitll

167.9～１７３．３/0

176.4～１８２．４

１７８．６～１８５．４

１６７．３～１７２．７

１６０．４～１６７．０

９４．６IC（９３．０～９６．２/ｚ

１００．７９９．４～１０４．０

１００．５９８．９～１０２．１

９６．３９４．４～９８．１

９３．８９１．５～９６１

170.6/１

１７９．４

１８２．０

１７０．０

１６３．７

＊９９％confidencelimitsofthemean

考察

１．外部形態

宿主の種のちがいにより，肝蛭の外部形態に差異が認

められることはHaiba＆Selim（1960）のアフリカ産

肝蛭，著者ら（1968b）の日本産肝蛭についての報告があ

るがいずれも自然寄生虫体における検討である．Dixon

(1964）はＦ､A⑭αZ/αｚの感染実験を行い２，３の検討

を行っている．今回の測定結果は前項で述べた通りであ

るが，ウシ寄生肝蛭とヤギ寄生肝蛭間の検討ではHaiba

＆Selim(1960)，Dixon(1964）ならびに著者ら（1968b）

の結果と同様の傾向が認められたすなわち，体長，体

幅，体重などの形質はいずれもウシ寄生肝蛭にくらべヤ

ギ寄生肝蛭で大きく，両者の間には統計学的に有意の差

が認められる．この原因についてはすでに著者らが述べ

た如く，ウシとヤギでは肝蛭寄生に対する生体反応が異

なるためであろう．以下Ｆ・ハepaがＣａとＦ・ｇｉｇα"ｒｉａｚ

における宿主特異性に関する業績を参考にしながら考察

を加える．なお外国においては，ウシとヒツジ間での比

較検討が多く，ヤギでの報告は極めて少ない．しかしヤ

ギとヒツジは分類学的にも比較的近縁であり，さらに肝

蛭の病理学的所見においても良く似ている(芦沢・木川，

1960；芦沢，1963,1964）ことからヒツジとヤギの体内

は肝蛭にとって極めて酷似した環境と考え考察した．

まず，最も重要な問題として肝蛭寄生に対する防御作

用がウシで著しく強いこと(Kenall,1950；Taylerl964）

である．そのため肝蛭寄生の防御作用とみられる胆管周

辺の石灰沈着はウシで著しく強いのにくらべヒツジでは

９０９５１００ １０５/ｕ

Ｆｉｇ．９Comparsionofthemaximumbreadth

oｆｅｇｇｓｉｎｔｈｅｇａｌｌｂｌａｄｄｅｒｉｎｃａｔｔｌｅ，

ｇｏａｔａｎｄｒａｂｂｉｔａｔｌ６２ｄａｙｓａｆｔｅｒ
ｉｎｆection．

（99ﾂ６confidence］ｉｍｉｔｓｏｆｔｈｅｍｅａｎ）

１６５１７０１７５１８０１８５１９０浜

Ｆｉｇ．1ＯＣｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｏｆ

ｅggsinthegallbladderincattle，

ｇｏａｔａｎｄｒａｂｂｉｔａｔｌ６２ｄａｙｓａｆｔｅｒ
ｉｎｆection．

（999<,condfidencelimitsofthemean）

１）短径

３種宿主における胆のう内虫卵の短径はＴａｂｌｅ３お

よびＦｉｇ．９に示すとおりである．ウシ胆のう内虫卵の

短径は平均101.7/z，信頼限界99.4～104.0α，ヤギ胆のう

内虫卵は平均100.5ノリ，信頼限界98.9～102.1/`'となる．

ウサギは２羽の胆のう内虫卵を測定し，ウサギＩで平均

96.3/（信頼限界94.4～98.Ｍ，ウサギⅡで平均938/１，信

頼限界91.5～96.1/‘である．Ｆｉｇ．９からも明らかな如

く，ウシ胆のう内虫卵とヤギ胆のう内虫卵は母集団平均

(７１）
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ほとんど認められない（Bugge，１９２７；Tayler，１９６４；

Dixon,1964；ＤｏｗｅＺａＺ.,1968)．またヤギでもヒツジ同

様石灰沈着はほとんど認められない(芦沢,1963；大島ほ

か,1968b)．さらにＲＯＳＳ（1965,1967a，1967b）はウシ

に多数のメタセルカリアを感染させると大部分の虫体は

肝臓の実質中に捕捉されること，またすでにメタセルカ

リアを感染させたウシに対し18週後再感染させると虫体

回収率の著しい低下がみられ，このことはウシに防御作

用(aquiredselfcure）があることで説明できるとして

いる．

これらの事実を合せ考えてみた時防御作用の強いウシ

体内で肝蛭の成長が仰制されることは当然の結果といえ

よう.:Dixon(1964)はすでにこの立場にたって，ウシ体

内よりもヒツジ体内で成長が早いことを報告している．

ウシが肝蛭にとって好適な宿主でないもう１つの指標

として寿命の問題をあげることができる．すでに述べて

きた通りウシはヤギに比べ防御作用が強いから肝蛭の寿

命も当然短かいのではないだろうか．肝蛭の寿命に関す

る報告をみると，Ｆ､A妙α//αｚについてLeiper(1938）

はヤギ体内で４年９カ月11日以上，Durbin（1952）はヒ

ツジ体内で11年以上虫体が生存すると報告している．一

方ウシ体内ではＲＯＳＳ（1968）によるとウシにメタセル

カリアを人工感染させると感染後３～８カ月で糞便内虫

卵は最高になるが，１０カ月以後に虫卵は陰`性になるか陽

性でも極めて少なくなるという．従って肝蛭の寿命はウ

シ体内で短かく，ヤギならびにヒツジ体内で著しく長い

と結論できる．

なお宿主の種のちがいによって防御作用が異なること

から，Haiba＆Selim（1968b）は野牛，ウシ，ヒツジ

の血清ならびに胆汁の生化学的成分を比較して，ヒツジ

では野牛，ウシに比し成分がかなり異なることを報告し

ている．我々は防御作用のメカニズムについては追究で

きなかった．

また，肝蛭寄生に対する防御作用はウサギにおいても

認められるが，（KendalleZaL,1967)ウシ程は強くない

らしい．

体長,体幅,体重以外の形質として先端～腹吸盤間長／

体長比について考察を加える．この比率がウシ寄生肝蛭

で大きいことはDawes（1960）の肝蛭の成長に関する

研究で説明できる．すなわち，この比率は成長するに伴

ない徐々に減少していくため，小型虫体の多いウシ寄生

肝蛭でこの値は相対的に大きくなる．

体長／体幅比は著者ら（1968b）がすでに述べた自然

感染例と今回の人工感染例の結果から考え宿主の種のち

がいを比較的受けない形質といえる．その意味から考え

ればＦ`Ｍｏ/α属の分類形質としては比較的有効であろ

う．

２．虫体１隻当りの子宮内虫卵数

この形質は分類学的形質よりもむしろ宿主特異性の面

から極めて重要な意味をもつ．一般に寄生虫は好適な宿

主内で個体維持，種属維持の両面を極めて有利に営むこ

とができよう．個体維持については外部形態の項で述べ

た通りである．

種属維持についてみると“寄生虫１隻当りの産卵数が

多い,，ということはその寄生虫にとって種属繁栄につな

がる極めて有利な一面である．ここでは産卵数のかわり

に虫体１隻当りの子宮内虫卵数を測定した．Daskalov

(1960）によると，Ｆ・ん"α"Ｃａでは卵が形成されてか

ら産卵するまでに６時間かかることから，子宮内虫卵数

を４倍すると虫体１隻当りの１日の産卵数になるとい

う．虫体１隻当りの子宮内虫卵数の平均はウシ寄生肝蛭

で2300個，ヤギ寄生肝蛭で5315個と２倍以上の差が認め

られる．これらの結果から考えてヤギが最も好適な宿主

であり，ウサギがこれに続き，ウシはあまり好適な宿主

とはいえない．この結果は虫体の外部形態を比較して得

た結果と完全に一致する．Daskalov（1960）の検討した

Ｒハ⑫α"Ｃａの子宮内虫卵数の平均はヒツジ（sheep）

4562,雄牛（bulls）3992,雌牛（Cow）3279,でそれぞ

れに有意差が認められるという．ここでみられるヒツジ

とウシの傾向は著者らのウシとヤギの比較と一致する．

一方Dixon（1964）によると，ウシ寄生肝蛭はヤギ寄

生肝蛭に比べ著しく産卵数が多いことを報告している

が，この事実は今回の実験結果と傾向が異なる．

３．虫卵の大きさ

虫卵の大きさは従来よりＦａｓｃｍＺａ属の分類基準とし

て重視されてきた(Varma，１９５３；Sarwar，１９５７；渡辺，

1958,1964；Kendall＆Parfitt,１９５９；Itagaki＆Akane

l959)．宿主の種のちがいにより虫卵の大きさが異なる

ことを指摘したのはHaiba＆Selim(1960)である．彼に

よると野牛，ウシ，ヒツジ寄生の肝蛭卵を測定し，長

径，短径ともそれぞれ大きさが異なることを報告してい

る．著者らの測定結果によると，長径，短径ともウシ寄

生肝蛭とヤギ寄生肝蛭の問は統計学的に有意の差が認め

られない．この結果はHaiba＆Selim（1960）の傾向

と異なる．一方ウサギ寄生肝蛭の虫卵は長径，短径とも

ウシ，ヤギの肝蛭卵にくらべやや小さい．渡辺（1964）

は日本産肝蛭の虫卵の大きさについて記載した中で，ウ

シ，ヤギ，ヒツジ寄生肝蛭の虫卵よりもウサギ寄生肝蛭

（７２）
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の虫卵の方が小さい値を報告している．しかし虫卵にみ

られる差異は外部形態や子宮内虫卵数にみられる差異程

著しいものではない．
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\ Abstract I

PATTERNS OF THE VARIATION OF THE COMMON LIVER FLUKE

(FASCIOLA SP.) IN JAPAN. III. COMPARATIVE STUDIES ON

THE EXTERNAL FORM, SIZE OF EGG AND NUMBER OF

EGGS IN THE UTERUS OF FLUKE IN CATTLE,

GOAT AND RABBIT

Hiroshige AKAHANE, Yukio HARADA and Tomoo OSHIMA

{Department of Parasitology, School of Medicine, Shinshu University,

Matsumoto, Japan)

One cattle, two goats and rabbits were given orally the metacercariae of Japanese common

liver flukes of the same origin and were sacrificed 162 days after infection recovering the flukes

from their livers. The flukes were fixed and their external form and size of egg were measured

and the number of eggs in their uteri was also counted. Result of the comparison of these data

are as follows.

1. The flukes from the goat showed the largest body length, breadth and the heaviest

body weight (wet weight), comparing with those from cattle and rabbit (Figs. 2, 3, 7).

2. The ratio of the body length to breadth of the flukes were almost the same among the

specimens from three host species (Fig. 6).

3. The number of eggs in the uterus of fluke was much smaller in the specimen from

cattle than in those from goat and rabbit (Fig. 8).

4. The size of eggs in the gall bladder of the cattle and goat was almost the same,

however, the size of eggs in the rabbit were much smaller (Figs. 9, 10).

These data indicated that the goat is more suitable host for the growth of the common

liver fluke than cattle and rabbit. The cattle showed much more resistance to the growth of

the common liver flukes in the liver than sheep and goat.
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